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２． 日本の一般住民における欧州 SCORE リスクチャートの有用性  
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【背景・目的】 

 欧州では欧州循環器学会によって開発された SCORE リスクチャートが長期的な心血管疾患

（CVD）死亡リスク評価に使用されている。しかし、他の人種においてこのリスクチャートが使

用可能かどうかは定かではない。今回、我々は日本人一般住民における SCORE リスクチャート

の予測能を検証した。 

 

【方法】 

 NIPPON DATA80 コホートの日本人一般住民を対象として検証した。欧州 SCORE リスクチャー

ト（低リスク国版）によって１０年間の予測心血管死亡率を男女別に求めた。モデルの検証方法

として、discrimination の検証には Harrel の c 統計量を calibration の検証には、Grønnesby and Borgan 

goodness-of-fit テストを使用した。 

 

 

 



- 101 - 
 

【結果】 

 年齢 40〜64 歳の男女、計 4842 名、47,606 人年について検証した。10 年間の観察期間中に 203

名が心血管死亡した。欧州 SCORE リスクチャート（低リスク国版）は男女とも合わせた対象人口

では c 統計量が 0.72, 95% CI 0.71–0.73 であり比較的良好な discrimination を示したものの、

calibration は R2, 0.67, Chi-square value 6.15, p = 0.01 であり、不良であった. 男女別に見た場合、

discrimination は男性で c 統計量 0.71, 95% CI 0.69–0.73、女性では c 統計量 0.71, 95% CI 0.70–0.73

でありともに良好であった。しかし, calibration は男性で R2, 0.22, Chi-square value 0.749, p = 0.38 と

不良であった一方、女性では R2, 0.96, Chi-square value 1.39, p = 0.24 と良好であった。 

 

【結論】 

日本人一般住民における欧州 SCORE リスクチャート（低リスク国版）の予測能は女性では良好

ではあるものの、全体では一律したリスクの過大評価傾向にあることがわかった。 

 

Atherosclerosis. 2016;252:116-21. 

 


